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いまこそ、施設改革　
オミクロンに負けるな

　令和４年卯の花が咲く月、老健施設は、また新たな
年度への第一歩を踏み出す。思い返せば、全国７施設
の老人保健施設のモデル事業が開始されてから、35
年が経過した。現在では、老健施設は全国に4,000余
りあり、通所系を含め、毎日50万人近くの方々に利用
される施設体系になった。
　全国の老健施設のなかには、歳月を重ね施設・設
備がその耐用年数を越えたところもあるだろう。また、
多床室中心の既存型施設が大半を占める老健施設に
あっては、今回のオミクロン株等の新型コロナウイルス
感染症は、さまざまな課題を私たちに突きつけた。
　こうした事態に当施設は、「たとえ一人が感染しても、
そこで止める。広げない」との強い覚悟で、ハード、
ソフト面の徹底的な見直しを行い、周知徹底を図った。
そのなかから、課題として見えてきたことを述べたい。
　１つ目には、感染症対策として示されたさまざまな補
助金の枠組みである。各施設の実情、状況に合わせ
て柔軟に利活用できるメニューがほしいと切に感じる。
例えば、多床室の個室化補助金であるが、とても１床
当たり90万円程度では改修はできない。思い切った定
数の見直しや増改築なども併せて検討できる額がほし
い。
　２つ目に、コロナ発症・濃厚接触者発生で休業した
場合、一度減収になった通所系は、V字回復が期待で
きない。この際、通所リハビリが、通所介護事業所と
の連携事業を推進し、「卒業生」を多く出し、あるい
は再度通所介護から引き受ける等の、地域全体で感
染症対策を打てる仕組みができないものだろうか。濃
厚接触者の発生した事業所から、速やかに他の事業
所と連携した通所系サービスが継続して受けられ、回
復すれば元の事業所に返す等。連携のための念書や
オンライン会議もケアマネジャーを含めた仕組みづくり

が必要になる。
　３つ目に、関連する補助金や助成金についても、厚
労省のみならず、経産省、総務省など、経済対策を併
せて、成長と分配を生み出す一元的な制度設計が望ま
れる。
　ここで、わが施設の取り組みの一部を紹介すると、
補助金を使って簡易陰圧装置を導入した。一部窓枠を
改造した以外は、ほぼそのままで設置できた。ゾーニ
ングもしにくいのが、多床室の施設構造だ。
　また、当老健施設は福祉避難所の指定を受けてい
るので、大規模災害時等は入所者を含め、周辺住民
の生活を支えるため、非常用自家発電機を導入するた
めの補助金申請をしている。
　さらに、施設改革ではセキュリティに十分配慮した
上で、DX化の推進にも取り組んでいる。インカム導入
に始まり、LIFE対応の介護ソフト、それに連動した記
録方式など、動画の見られるタブレットも導入した。タ
ブレットを使って、ご利用者がYouTubeで動画を観賞
し、また、Zoom面会にも取り入れている。研修はオン
ラインの活用である。ロボットの導入も現在検討中だ。
これらも補助対象機器とそうでないものとがある。そ
こがわかりやすく、使いやすい補助制度になることを
期待する。
　手続きを簡便化し、法人番号や事業所番号でオンラ
イン一括申請できるようにするのも一考だ。
　全国4,000余の老健施設は、それぞれの地域特性の
なかで、感染症との戦いを続けている。いかにパンデ
ミックの危機をニュースタイルの創造に転じるか。いま
こそ、我々は心を合わせて現場の声、ご利用者の声に
耳を傾けなくてはならない。時代を越えて求められる
役割・機能の探究、未来像の創造等 、々全老健に求
められる責務は重い。
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